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Ⅰ．はじめに
　精神疾患をもつ人の地域生活支援として，精
神科リハビリテーションが重要視されており，
特にSST（Social Skills Training）の有効性が
明らかとなっている１）．SSTは精神疾患の発病・
再発を防ぐ手立てとして重要視されている２）
他に，一般企業の新人研修３）や児童４），大学生
におけるコミュニケーションスキル向上に対す
る有効性５）も明らかとなりつつある．しかし，
SSTの実践技術を習得するには相応の時間を要
するため，継続した教育が必要であることが課
題６）となっている．
　SST普及協会は全国を11の地域に分けてそれ
ぞれに支部を設け，希望する人がSSTを受けら
れるように普及・啓発活動を行っている７）．岩
手県は秋田県，青森県とともにSST普及協会北
東北支部として活動しているが，北東北支部
は他の支部と比較して会員数が少なく，また
SST普及協会の定める研修会を実施できるSST
普及協会認定講師の数もわずか４名と少ない
ため，普及が進んでいない現状がある．池淵８）
はSSTの実践技術は，先輩から模倣学習し，自
分で試みて，その結果や周囲の評価を受けて修
正する過程の繰り返しによって学ばれると述べ
ている．このように，SSTの習得には継続した
教育が必要であり，定期的な研修会の開催が求
められる．
　また，SSTは精神疾患をもつ人に限らず，コ
ミュニケーションスキルを高めたい人にとって
も有用であることから，一般の方も自由にSST
を受けられる機会が必要と考える．
医療保健福祉従事者や看護学生のSSTの実践技
術の向上と希望する人が誰でもSSTを受けられ
るようにするために，前田ケイは「誰でも参
加できるSST」を東京調布にある「クッキング
ハウス」で始めた．現在では，愛知９），北海道
10），山口11）でも「誰でも参加できるSST」が行
われている．
　通常，SSTを行う場合には動機づけや目標設
定のために導入面接を行うことが推奨12）されて
おり，事前にSSTの場面で取り上げる練習課
題を決めておく．しかし，「誰でも参加できる
SST」の場合は，導入面接を行わずにSSTの場
面で参加者と練習課題を考えながら決めてい
くことが必要であり，より高いSSTの実践技術
が求められる．そのため，「誰でも参加できる
SST」は，医療保健福祉従事者や看護学生にとっ
て，自身のSST実践技術を高めるよいトレーニ
ングの場になるとともに，当事者を含む一般の
方にとって，SSTを受ける機会を増やすことが
できると考える．
　つまり，「誰でも参加できるSST」は，医療
保健福祉従事者においては，SST普及協会認定
講師の実技やアドバイスから，自身の日頃の実
践を振り返り，今後に生かすヒントや技を知る
機会，改善策を見つける機会となる．そして，
当事者を含む一般の方においては，自身のコ
ミュニケーションスキルを見直す機会となると
考える．
　そこで，岩手県内の精神科看護師をはじめ，
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当事者を含む一般市民および大学生を対象に，
SSTに関する知識および技術の継続教育と，コ
ミュニケーションスキルの向上を希望する人が
SSTを受けられることを目的とした研修会「誰
でも参加できるSST」を企画・実施した．
Ⅱ．研修の目的
　本研修の目的は大きく２つある．まず一つ
は，医療保健福祉従事者や看護学生においては，
SST普及協会認定講師の実技やアドバイスか
ら，自身の日頃の実践を振り返り，今後に生か
すヒントや技を知る機会，改善策を見つける機
会とすることである．そして，もう一つは，当
事者を含む一般の方においては，自身のコミュ
ニケーションスキルを見直す機会とすることで
ある．
Ⅲ．研修の対象
　本研修の対象は，岩手県内の精神科に勤務す
る看護師をはじめ，医療保健福祉従事者や看護
学生などの大学生，当事者，一般市民とした．
研修案内は岩手県内の精神科病院と盛岡圏域の
就労支援施設に郵送した他，いわて県民情報交
流センターアイーナの館内やホームページにも
掲載した．
Ⅳ．研修の実際
　SSTは日本語では「社会生活技能訓練」や「生
活技能訓練」と訳され，1988年のカリフォルニ
ア州立大学Liberman教授の来日をきっかけと
し，日本でも本格的に普及された．SSTは生活
の中で必要とされる効果的な対人行動（ソー
シャル・スキル）の獲得を，構造的・体系的に
指導し体験学習を図る方法である．SSTは1994
年４月から精神科病棟で行われる「入院生活技
能訓練療法」として診療報酬化（入院６ヶ月以
内：100点，入院６ヶ月以上：75点）されてい
る13）．
　SSTには個人SST（一人SST），家族SST，
グループSSTなどがある．その中でも最も普及
しているのがグループSSTである．現在日本で
行われているグループSSTのモデルには「基本
訓練モデル」と「モジュール訓練モデル」，「注
意－焦点付けモデル」の３つがある．基本訓練
モデルは対象者の個別的な要望に応じて課題を
練習するもので，モジュール訓練モデルは学習
する技能領域をあらかじめ体系的にまとめたプ
ログラムに沿って課題を練習していくものであ
る．基本訓練モデルのSSTセッションは1.目的・
方法の説明，2.ウォーミングアップ，3.宿題の
報告，4.問題場面の設定，5.予行練習のロール
プレイ，6.正のフィードバック，7.改善点の明示，
8.モデルのロールプレイ，9.新しい行動のロー
ルプレイ，10.正のフィードバック，11.宿題の
設定，という流れで進められる14）．
　本研修では，原則，基本訓練モデルについて
講義と演習を行った．本研修は原則18：30 ～
20：30までの２時間とし，最初の30分～ 60分
でSSTに関する講義を行い，その後小グループ
を作り，SSTの演習を行った．演習では筆者の
ほか，参加者のうち，SST実践技術の向上を希
望する精神科看護師や大学生がリーダーを務め
た．他の参加者は自身の練習課題を挙げてSST
を体験したり，自身が勤めている職場の利用
者の練習課題を取り上げてSSTの演習を行った
（図１）．
　本研修は２ヶ月に１回の開催とし，平成27年
度は６回，平成28年度は３回（平成28年９月末
日現在）実施した．のべ223名の参加があった．
各回のテーマは，SST普及協会が作成している
SST初級リーダー養成研修テキストと参加者の
アンケートを基に設定した．各回のテーマと参
加者を以下に記す（表１）．
　参加者は気軽に参加できるように配慮したた
め，職種や所属先を明確に尋ねていないが，看
護師や医師，精神保健福祉士，臨床心理士，作
業療法士，就労支援施設の職員，小学校・中学
校および高校の教員，看護学生，社会福祉学部
の学生，当事者とその家族，一般市民等が参加
した．
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写真 　研修の様子
57「誰でも参加できる SST」の取り組み
　本研修は平成27年度～ 28年度「岩手県立大
学アイーナキャンパス事業」の事業費を活用し
て研修を行った．
Ⅴ．研修の効果と考察
　研修の効果をアンケートの結果から考察す
る．
１．医療保健福祉従事者や学生の実践の振り返り
　医療保健福祉従事者や学生の実践の振り返り
に関する感想を表２に示す．
　医療保健福祉従事者や学生は，「話題を出し
てもらったときに自分の中で噛み砕いてロール
プレイにつなげるにはどうしたらいいのか，先
生のやり方を見て学べた．」「今後の支援に向け，
自分で噛み砕きながら行っていけたらと思いま
す．」「先生のSSTのコツを聞くことでいろんな
方法を思い浮かべることができた．」など，認
定講師のSSTの進め方を見て，自身の実践を振
り返りつつ，自身が実践するとしたらどうする
かを考えながら学ぶことができていた．
　また，何度か参加するうちに，「SSTの技法
を身につけていくためには，何度も繰り返し行
うことの大切さを知りました．」「リーダー体験
をして少しずつ慣れてきた気がします．」など，
継続的に学習することの重要性を感じることが
できていた．
　これは，本研修を２ヶ月に１回の開催として
いることで，継続して繰り返し参加する参加者
も多く，継続学習によってSSTのスキルアップ
につながった実感が得られたと考えられる．塩
津ら15）も，SSTを実施する際には，スーパービ
ジョンを受けるつもりで，SST普及協会などで
実施されている研修会に参加することが必要だ
と述べており，本研修を継続することでSST実
践スキルの向上が図られると考えられ，今後も
継続して開催していくことが重要だと考える．
２．自身のコミュニケーションスキルの見直し
　自身のコミュニケーションスキルの見直しに
関する感想を表３に示す．
　参加者からは，「仕事の場で今後もう少し意
識してよいところをほめていけるように心がけ
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表1　実施年月日と各回のテーマ、参加者について
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ていきたいと思います．」「セルフイメージの修
正ができて『意外にできている自分』を教えて
もらい，自信がつきました．」など，研修の参
加を通して，自身のコミュニケーションスキル
を見直し，心がけたいことやできていたことな
どを考えるきっかけを得ていた．
　これは，研修ではSSTの実践者としての体験
だけでなく，参加者としての体験も行ったこと
で，実践者も一般市民の方も自身のコミュニ
ケーションスキルを見直すきっかけとなったた
めと考えられる．國渓16）は研修に患者役体験
を取り入れることで，患者の気持ちを想像し，
柑手の気持ちを意識した行動をとろうとするた
め，研修の効果が高まることが指摘されており，
本研修でもSSTの参加者としての体験を行った
ことが研修効果を高めた可能性がある．
　また，演習を通して，他の人の意見を聞くこ
とができ，考えの幅が広がったためとも考えら
れる．さらに，SSTで大切にしている希望志向
について説明を行ったことや，ウォーミング
アップで「良かったこと探し」を行ったこと
で，今できているところに目が向けられるよう
になったためと考えられる．
３．参加者を限定しない研修の効果
　参加者を限定しない研修に関する感想を表４
に示す．
　参加者からは「『誰でも参加できる』のタイ
トル通り，一人一人のニーズやスキルに応じて
学べると思いました．」「様々な職種，様々な年
代の方がいるので，場面設定も多様でいろい
ろと学ぶことができたので良かったです．」「・
SSTの奥深さがわかった．でも『誰でも参加で
きる』という敷居の低さも良いところだと思っ
た．」など，参加者を限定していない点が良かっ
たとの感想が聞かれた．
　このことから，演習を通して自分以外の考え
を聞くことができたり，個別に設定した練習課
題でグループワークを行ったことでそれぞれの
ニーズに応じた練習ができたことが伺えた．
表 2  実 践 の 振 り 返 り に 関 す る 感 想  
・ 話 題 を 出 し て も ら っ た と き に 自 分 の 中 で 噛 み 砕 い て ロ ー
ル プ レ イ に つ な げ る に は ど う し た ら い い の か 、 先 生 の や
り 方 を 見 て 学 べ た 。  
・ 場 面 設 定 を 細 か く 作 る 大 切 さ が わ か り ま し た 。  
・ S S T の 技 法 を 身 に つ け て い く た め に は 、 何 度 も 繰 り 返 し
行 う こ と の 大 切 さ を 知 り ま し た 。  
・ S S T の 基 礎 の 部 分 （ 考 え 方 、 流 れ な ど ） を 詳 細 に わ か り
や す く 説 明 し て 頂 い て と て も 勉 強 に な り ま し た 。 実 践 に
お い て も 具 体 的 に ど う し た ら い い の か を 説 明 し て 頂 い て
よ か っ た で す 。  
・ 今 後 の 支 援 に 向 け 、 自 分 で 噛 み 砕 き な が ら 行 っ て い け た
ら と 思 い ま す 。  
・ こ れ か ら 職 場 で S S T を 患 者 さ ん に 使 お う か と 話 が 出 て い
る と こ ろ な の で と て も 参 考 に な り ま し た 。  
・ 先 生 の S S T の コ ツ を 聞 く こ と で い ろ ん な 方 法 を 思 い 浮 か
べ る こ と が で き た 。  
・ リ ー ダ ー 体 験 を し て 少 し ず つ 慣 れ て き た 気 が し ま す 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表2　実践の振り返りに関する感想
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　また，講義と演習をセットに行ったことや，
少人数でのグループワークを行ったことで雰囲
気も良く，参加者は最後まで集中して参加する
ことができたと考えられる．
４．参加者が実践して難しいと感じたこと
　参加者が実践して難しいと感じたことを表５
に示す．
　参加者からは，「場面設定にたどりつくまで
が難しいと思いました．」「ちょっとあがってし
まったので最初に簡単なゲームがあると楽しい
と思いました．「自分がかかえている問題をど
う設定すればいいのか迷ってしまった．」など
の感想が聞かれた．
　これは，緊張しやすい参加者にとっては十分
な雰囲気作りができていなかったり，場面設定
に戸惑う参加者もおり，すぐに練習課題を設定
できていなかったためと考える．
　SSTは事前に目標設定などを行い，練習課題
を設定しておくが，本研修では研修時に練習課
題を考えてもらい，SSTを実施しているため，
場面設定に時間がかかってしまっている，また，
一般参加者はコミュニケーション技能に苦手意
識をもっている方もおり，グループワークに困
難を感じていた．そのため，ウォーミングアッ
プを丁寧に行い，スムーズにグループワークに
入れるよう配慮する必要があると考えられる．
表 4  参 加 者 を 限 定 し な い 研 修 に 関 す る 感 想  
・「 誰 で も 参 加 で き る 」 の タ イ ト ル 通 り 、 一 人 一 人 の ニ ー ズ
や ス キ ル に 応 じ て 学 べ る と 思 い ま し た 。  
・ 様 々 な 職 種 、 様 々 な 年 代 の 方 が い る の で 、 場 面 設 定 も 多
様 で い ろ い ろ と 学 ぶ こ と が で き た の で 良 か っ た で す 。  
・ S S T の 奥 深 さ が わ か っ た 。 で も 「 誰 で も 参 加 で き る 」 と
い う 敷 居 の 低 さ も 良 い と こ ろ だ と 思 っ た 。  
表 3  自 身 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル の 見 直 し に  
関 す る 感 想  
・ 仕 事 の 場 で 今 後 も う 少 し 意 識 し て よ い と こ ろ を ほ め て い
け る よ う に 心 が け て い き た い と 思 い ま す 。  
・ セ ル フ イ メ ー ジ の 修 正 が で き て 「 意 外 に で き て い る 自 分 」
を 教 え て も ら い 、 自 信 が つ き ま し た 。  
・ 日 常 的 に 自 動 思 考 を 分 析 し 、 そ れ と は 違 っ た 見 方 、 考 え
方 を す る 癖 を つ け る 、 多 面 的 な 思 考 を す る の は す ぐ 実 践
し て い き た い で す 。  
・ 対 人 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 練 習 に な り ま し た 。  
自 身 の 自 動 思 考 を 知 る こ と が 大 切 だ と 思 い ま し た 。  
・ 自 分 の 力 を 高 め る こ と が 少 し で き ま し た 。  
・ 自 分 自 身 に も 役 立 ち そ う で 、 あ っ と い う 間 で し た 。  
・ 明 日 か ら 本 日 気 が つ い た 話 し 方 を 実 行 し て い き た い と 思
い ま す 。  
表３　自身のコミュニケーションスキルの見直しに関する感想
表4　参加者を限定しない研修に関する感想
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Ⅵ．今後の課題
　研修後の感想から，本研修の目的であるSST
実践技術の向上とコミュニケーションスキルの
向上は概ね達成されていたと考える．定期的な
開催によって，継続した教育が可能となり，参
加者のモチベーションの向上にもつながってい
ると考える．一方，場面設定などがスムーズに
できず，演習に入るまでに時間を要してしまっ
ているため，事前に練習場面を考えた上で参加
できるよう配慮することが必要であると考え
る．
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表 5  難 し い と 感 じ た こ と  
・ 場 面 設 定 に た ど り つ く ま で が 難 し い と 思 い ま し た 。  
・ ち ょ っ と あ が っ て し ま っ た の で 最 初 に 簡 単 な ゲ ー ム が あ
る と 楽 し い と 思 い ま し た 。  
・ 自 分 が か か え て い る 問 題 を ど う 設 定 す れ ば い い の か 迷 っ
て し ま っ た 。  
表5　難しいと感じたこと
